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平成30年第２回臨時会　議案の概要

第２回臨時会
（会期：平成30年11月19日）

議決した案件
●予算案…１件　●その他…１件
（●全会一致可決…２件）

Pick Up

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
関
連
の

予
算
を
可
決

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
の
た
め
、
土
砂
、
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
等

や
被
災
し
た
農
業
用
施
設
等
の
復
旧
な
ど
に
対
す
る
関
連
予
算
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

予算に関する議案
◎可決した補正予算案

　平成30年度東広島市一般会計補正予算（第６号）

主な内容

・ 民有地内の土砂や災害廃棄物の撤去、運搬及び処分に要する

経費の追加（13億6,620万２千円）

・ 被災した農業経営者に対する、農産物の生産・加工に必要な

施設等の復旧等に対する補助金の増額（１億1,700万円）

・ 住民自治協議会が行った被災者支援や応急復旧などに対する

活動交付金の追加（800万円）

・ 民有地内の土砂や災害廃棄物の撤去、運搬及び処分の一部の

年度内完了が困難なため、繰越明許費を新たに計上（５億3,400

万円）

・ 地方債の「災害廃棄物処理事業」について、既定の限度額を

増額（６億2,370万円）

歳入歳出額

補正前 補正額 補正後

856億8,219万８千円 14億9,120万２千円 871億7,340万円
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平成30年第２回臨時会　委員会審査概要

委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
204
号（
平
成
30
年
度
東
広
島

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
6
号
）

　
　
　
　

民
有
地
土
砂
撤
去
の
補
助

金
及
び
交
付
金
の
積
算
根
拠

に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

現
在
、
申
請
数
は
151
件
で

あ
る
が
、
り
災
証
明
の
発
行

も
ま
だ
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

60
件
ほ
ど
多
め
に
見
込
ん
で
い
る
。

QＡ

　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
の
経
費
負

担
に
つ
い
て
、
何
団
体
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

市
内
47
自
治
協
議
会
が
あ

る
中
で
、
四
十
数
か
所
で
自

主
活
動
を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定

し
て
い
る
。

　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
の
経
費
負

担
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

支
援
す
る
も
の
か
。

　
　
　
　

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
、

救
助
活
動
や
孤
立
集
落
等
へ

の
対
応
、
あ
る
い
は
発
災
後
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
土

砂
撤
去
活
動
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
地
域
の
方
が
作

業
す
る
中
で
の
飲
料
水
、
ま
た
各
地

域
の
呼
び
か
け
に
係
る
経
費
。
ま
た

発
災
後
の
道
路
・
河
川
の
土
砂
撤
去

活
動
な
ど
に
対
し
て
補
助
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

QＡQＡ

　
　
　
　

補
正
す
る
委
託
料
に
つ
い

て
、
予
定
さ
れ
る
委
託
先
は

ど
こ
か
。

　
　
　
　

二
次
仮
置
き
場
へ
の
土
砂

の
運
搬
費
や
、
分
別
等
の
作

業
に
係
る
委
託
に
つ
い
て
は
、
過
去

の
災
害
、
東
日
本
大
震
災
等
の
大
き

な
災
害
で
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、
ゼ

ネ
コ
ン
を
委
託
先
と
し
て
想
定
し
て

い
る
。

　

撤
去
量
の
増
加
に
伴
う
も
の
や
、

産
業
廃
棄
物
運
搬
処
分
費
に
係
る
委

託
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
各

町
単
位
で
、
主
に
土
木
建
設
業
者
の

方
に
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。 QＡ

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
203
号（
西
条
中
央
巡
回
線
に
関

わ
る
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

変
更
契
約
に
よ
り
、
工
期

の
変
更
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

工
期
に
変
更
は
な
い
。

　
　
　
　

事
前
の
地
盤
調
査
の
基
準

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

調
査
位
置
の
選
定
は
、
大

き
な
主
要
構
造
物
の
位
置
を

考
慮
し
て
決
定
し
、
そ
の
地
質
に
基

づ
き
工
法
を
選
定
し
て
い
る
。

QＡQＡ


